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ラッカセイの移植栽培に関する研究

第 2報 移植時期と苗齢及びユーラックフィルムの適用性
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第 1報 ではラッカセイのマルチ栽培における移植の意義

と問題点について報告した。移植栽培は,当面は近年問題
となっている発芽の不良や鳥害による欠株対策として試験

を進めているが,生育の促進により作柄の安定化を図る面
からも北東北のラッカセイ栽培に有効な手段と考えられる。

今回は移植時期と苗齢及び従来のマルチフィルムより若

千保温性の改良されたフィルムの移植栽培への適用性を検

討し,若千の知見が得られたので報告する。

2 試 験 方 法
1 移植時期と苗齢
(1)育苗方法 : ①播種 4月 13日 から6日 間隔に播
種 し区の構成のような苗齢の異なる苗を得た。②施肥 床
± 1り当たり落7t生肥料 (7-25-17)028′ 。③育苗箱
タバコ用(32‐ ×57m× 55m)を使用,1箱 190粒播種。
①出芽まで水稲育苗器 (育苗温度 30℃ ),以後 トンネル育
苗。

●)本回の耕種法 :a当 たり施肥量は,窒素 04磁 燐酸
15た,加里が 12し,他にてんろ石灰 6た,を使用した。栽
植密度は 8当 たり1212本 。

い)区の構成 :移植時期は 5月 10日,20日 ,29日 ,苗齢
は子葉展開,1～ 2葉 ,3葉 ,4葉の 4段階とし,対照とし
て 5月 10日 ,20日の直播区を設けた。
2 ユーラックフィルムの適用性
移植栽培は,5月 1日 樹脂ポット(タ バコ 野菜用ビニ
ボット7号 )に播種し,ビニールハウスで育苗後5月 22日

に本国へ移植した。直播は 5月 12日播種し,育苗及び本国

における施肥量等の耕腫法はほぼ前試験に準した。

3試 験 結 果

1 移植時期と苗齢
(1)活着 : 移植後 10日 間の気象条件は,1回 目移植(5
月 10日 )では平年並 (平均気温 135℃ )であったが,2回

目移植は平年より17℃低い13℃であった。1回 目移植は

より長い期間 14℃以下の低温下にあったことになり,こ の

ため表 1のように枯死株の発生が多く,こ れは苗齢の若い

ものほど発生率が高かった。2回 目移植では枯死に至るも

のは少なかったが ,初期生青の停滞する株がみられ, とく
に子葉展開期の移植に多かった。また,この時期の移植で

は 3,4葉苗に小葉周縁部の枯れるものが多く,一部落葉す
るものもみられた。3回 目移植では障害は少なく順調な活

着 生育を示したが ,活着期については前 2回の移植同様
判然としなかった。

0)初～中期の生育(表少略 ): 初期の生育は,主茎及
び草丈の伸びは苗齢の若いものほど大きく, 4葉苗の伸長

は緩慢であった。また,移植時期の遅いものほど伸長が速
やかであり,苗齢 移植時期による茎長,草丈の差は生育
するに従い小さくなるが,葉数 ,分枝数は移植時の差が縮

まりにくかつた。

8月 上旬までには,各区ほぼ同様の生育となり大差は認

められなくなったが, 1回 目移植の分枝の伸びが優れる傾

向がみられた。また,直播区は 7月 末に移植と同程度の茎

長となり,8月上旬には移植に勝る生育量となった。
(0 開花 子房柄の発生肥大 : 表 2にみられるように
開花始期は苗齢の進んだもの,移植の早いものほど早 く,

7月 中旬までは総開花数も多いが ,7月 末には苗齢の若い

ものの開花数の増加が大きく,一部逆転する区もあった。

子房柄数は 7月 10日 の調査では,苗齢が進み,移植の早

いものほど多 く, 8月 上旬の調査では全子房柄数は区間差

が無くなるものの,移植の早い区で肥大奏以上のものが多

く,移植の運い区では肥大共に達しない伸長,侵入子房柄

の割合が多かった。

表 2 開花数の推移

表 1 枯死株率など(6月 23日 )
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に, 収量 : 表 3の ように,移植時期別の 1株当たり着
爽数は早期移植ほど多くa当たり業実収量 も高い傾向が認

められた。苗齢別には着業数,奏実重では一定の傾向が認
められないが ,上実収量は,5月 29日 の4葉移植を除いて,

苗齢の進んだ苗を移植した方が剥実歩合,上実歩合,上実
100粒重が優れ,多 収を示した。この結果, 5月 10日 の直

播を標準とした場合 ,上実収量では 5月 10日移植の1～ 2,

3葉及び, 5月 20日 の 3,4葉移植が標準を上回り, とく
に 5月 20日 の4葉移植が多収で,標準対比 110%と なった。

表 3 収穫時調査

注 ( )欠 株の影響が無いと思われる株を調査し,
算出した。

2 ユーラックフィルムの適用性
(1)生育 開花 : 移植栽培では従来の9215透 明フィル
ムとユーラックフィルムで初期の生育・開花にはとんど差

が認められなかった。直播における両フィルムの比較では,

ユーラックフィルムが茎長:葉数 .分枝数などの各形質で

従来品よりわず力,こ勝 り(表省略 ),開花始めで 2日 ,期
では 4日早まった。開花数についても表 4のように 7月 上

旬までの累計では 15%ほ どユーラックマルチが多かった。

8月 中旬における地上部の生育は,移植栽培でユーラッ
クの生育が従来品に勝 り,直播ではほとんど差が認められ

なかった。しかし,肥大蒸の数と重さは移植・直播ともに

明らかにユーラックかゞ勝った。

収穫時においても地上部の生育は,8月 中旬 と同様であ
ったが,着薬数では直播のューラックマルチが従来品より
やや少ない結果となった。

●)収量 : 収量的には,移植栽培ではューラックマル
チが,215透明フィルムに比べ剥実歩合以外の各収量構成

要素で勝り,葵実及び子実重のいずれも7%の 多収となっ

た。直播栽培では ,奏実重は両マルチ区に差が無かったが ,

表4 開花数の推移 (1株当たり 累計

9215透明フィルムは剥実歩合 ,llXl粒重が低く,子実収量

|よ低かった。

移植と直播の比較では移植が勝 り,直播の子実重は移植

の85～ 95%であった。

4摘

1 移植時期と苗齢
ラッカセイの移植栽培において,移植時期と苗齢の適切
な組合せにより,直播に比べ lo%前 後多収 を得 る可能性

が認められた。収量増の要因は生育初期において,生育量
の増大は伴わないものの,葉数増加,ひいては開花の促進
によって ,登熟期間が延長することによるものと考えられ

粒重や上実歩合の向上が多収に結びついた。

移植の時期では本試験の中で,早期ほど多収をあげうる

可能性がう力
"'わ
れたが ,5月 10日 では枯死による欠株の

発生が多く,霜害の虞れもあるので,岩手県中北部では 5

月 20日 ころ (平均気温14～ 15℃ )が適当と思われる。 ま
た,苗齢については 5月 20日移植では,苗齢の進んだもの

はど多収を示 したが,葉のいたみが大きいこと,地上部の
生育量が不足であることから,2～ 3葉期が適期と考えら
れるが ,なお検討を要す。

2 ューラックマルチの適用性
本試験は低温年 (昭和 55年 )に行ったものであり,収量

的には低いレベルの試験であったが,ュ ーラックフィルム

は9215透 明フィルムに比べ開花の促進と生育初～ 中期の

生育量の増大により子実収量では移植が7%,直播が12%増

収となった。
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表5 収穫時調査
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